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10月の続税は
務1・県民税の3期分です

あなたの納税によって町や燃の事芸誌

を内総におとfょうことができます。

議本選挙人
名簿の絞覧

選
挙
人
名
簿
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

こ
と
し
つ
く
込
れ
る
総
本
選

滋
人
名
簿
は
ト
H
円J
a

一FJ
s
f

一
段
却
結

核
燃
開
後
一
時
円
余
で
調
整
が
終
わ

り
ま
す
。
乙
の
選
挙
人
名
制
同
時
川
、
本
線

十
一
一
同
月
バ
十
一

H
か
ら
務
総
a
心
l

刊
一
対
ス
十
日
ま
で
の
出
向
げ
い
お
と

な
わ
れ
る
係
機

ω浴
券
の
と
き

っ
か
わ
れ
ま
す
。

と
の
名
簿
の
制
持
撃
に
あ
れ
μ

っ

て
、
哨
嶋
敬
樹
同
制
税
務
長
会
で
は
九

月
十
五
時
M

議
官
慌
で
、
縫
数
人
名

簿
猿
祭
出
民
的
梢
浦
拘
束
を
お
こ
な
い

ま
し
に
の
そ
し
て
、

ζ

の
綴
汽

‘
殺
を
…
待
相
慨
し
て
お
簿
作
成
の
応

礎
資
制
科
と
し
な
し
た
。

ζ

う
し
て
山
山
楽
ト
ム
げ
か
っ
仁
心
打

線
長
十
一
月
五
良
か
ら
十
叩
抗
日

出
閥
、
み
な
さ
ん
に
み
て
い
た
行

為
さ
ま
す
。
み
て
い
た
行
く
鳩
燃
は
、
役

場
、
州
期
必
ω
究
所
、
布
日
絞
官
民
絞
め

十

月
五
日
か
も
十
五
日
間

一
二
カ
所
で
、
ル
体
門
口
で
も
み
る
と

と
が
で
き
ま
す
e

い
ま
窓
で
選
挙
人
名
簿
に
の

っ
て
い
に
人
も
、
ま
と
選
挙
人

抗
日
簿
登
録
資
的
制
裁
炎
削
減
令
倒
持
出

し
た
人
も
、

ζ

れ
で
向
同
分
の
瑚
邸

機
機
が
み
る
の
ど
と
怒
い
ζ

ま

ず
EN分
自
殺
の
お
で
、
名
簿
に

お
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
し
か

め
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
ぶ
く
さ
け
ば
れ
て
い
る

切
る
く
必
死
じ
い
淵
問
診
も
、
各
自

の
選
挙
議
が
m
m
保
さ
れ
た
'VL?

の
総
数
で
す
。
乙
へ
ω凶
哨
…
惨
と

も
い
え
る
選
挙
協
恨
む
有
無
を
対

べ
ま
し
ょ
う
“

な
お
、
と
ら
ん
に
な
フ
仁
田
遊

殺
人
名
簿
託
、
2

る
し
も
肉
付
分
mw

名
前
や
駒
郡
絞
め
名
前
が
の
っ
て

い
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
取
し
出

て
く
ど
さ
い
P
k
u
r
y

の
う
え
修
正
し
ま
す
2

関
災
計
爵
ま
と
ま
る

水
防
聞
は
ど
に
滅
ぶ
&
お
く

防
災
関
係
ぬ
時
間
側
伴
氏
消
防
即
時
以

な
ど
と
と
も
に
、
あ
ま
ち
な
じ

み
の
な
い
災
特
対
策
基
怠
伐
と

い
う
も
の
が
み
り
立
す
。

こ
の
淡
川
川
、
問
問
問
坊
主
命
、

身
体
、
叫
階
建
岳
災
容
か
ら
匂
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
の
と
と
奇
淡

め
て
あ
り
ま
す
。

ζ

の
な
か
で

間
関
十
二
条
に
は
、
前
町
村
で
泌

総
防
災
前
一
闘
を
作
成
し
h

拡
げ
れ

ば
は
ら
な
い
と
定
め
て
ふ
め
き
ま

すゅ
耐
何
で
は
、
次

ωよ
う
な
構
成

で
的
問
災
会
議
を
加
納
掛
糊
し
て
、
終

孫
子
浴
時
叫
災
計
一
劉
を
ま
と
め
ま

'uhj刊。
間
的
災
会
談
後
終

A
V
山
口
岩
崎
拙
(
食
間
槻
謝
申
紛
糾
災

後
子
出
張
所
長
)
O渡
辺
問
問
芳
、

〈
政
終
始
問
中
氏
庁
間
同
〉

O
楽・山同時間

次
郎
(
業
務
執
刷
会
木
市
明
W

持
続
躍
さ

。広山同制際紛ハ判明……門州開伯知市間一回宜〉

。
問
丸
由
民
太
郊
〈
総
数
淡
制
機
長
〉

A
V
必
則
定
太
郎
(
幹
孫
子
動
的
経
〉

A
V
校
野
崎
此
千
代
(
孜
祭
マ
丁
保
線

w
m
祭
)

A

V
新
川
間
以
滋
〈
約
防
長
V

A
V
操
作
川
通
川
県
(
嫡
出
問
問
問
料
開
〉
O
士付

総
…
一
郎
(
教
立
再
民
民
)
O本川川悦淑

{
帆
間
消
扮
然
災
}
φ
市
中
付
注
(
ム
ぽ

磁
山
台
目
官
、
)
令
市
平
料
削
減
〈
社
会
認

目立

)
O鈴
木
客
機
(
絞
殺
淵
謝
料
珂
}

。
滋
ぶ
潔
太
賂
〈
師
陣
終
期
時
授
〉

A
V
級
協
同
総
火
〈
帯
出
索
現
時
目
白
)

ζ

必
防
災
対
一
闘
は
制
門
箪
二
十

一
一
時
的
即
か
ら
成
ち
、
品
明
附
附
の
間
協
同
略

的

ω必
然
的
問
問
間
体
そ
の
他
防
災

上
液
削
減
は
絞
殺
の
駒
田
理
者
の
処

理
す
べ
き
灘
消
防
治
大
綱
、
品
出
時
間

災
施
設
mwE刺
殺
ま
た
は
後
炎
、

防
災
の
た
め
の
調
支
部
桝
炎
、
教

育
お
よ
び
側
訓
練
そ
の
総
災
出
耳
目
予

防
聞
に
隠
す
る
針
鋭
、
地
W
災
害
に

あ
ち
た
に
木
町
に
後
九
げ
よ
う

に
必
ら
れ
た
万
、
ま
に
、
然
自

の
絞
務
総
省
品
撲
に
自
記
載
す
る
ζ

と
令
官
邸
れ
て
し
ま
っ
た
家
族
や

居
間
震
人
が
あ
ち
ま
し
た
は
ら
、

い
つ
で
も
桂
樹
充
選
挙
人
各
絡
に

登
録
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
耐
叫
に
仲
怯
ん
で
い
る
と

と
の
織
か
な
臨
泊
料
を
持
参
し
て

役
場
ま
た
は
支
部
閉
め
窓
口
へ
申

し
出
て
く
ど
お
い
。

関
す
る
予
絡
ま
た
は
叫
絞
殺
の
発

令
、
伝
達
、
油
閣
制
刊
の
絞
然
、

M
U

鴻
油
、
お
よ
び
護
持
階
、
消
火
、
水

粉
、
品
脱
線
、
教
的
樹
、
衛
生
、
そ

の
他
の
災
嚇
官
級
品
掛
対
策
氏
関
す

る
計
画
以
上
の
い
以

κつ
い
て

熔
め
で
あ
ち
ま
す
。

た
と
え
ば
同
、
第
二
章
で
は
災

轡
予
防
開
討
闘
を
ゆ
此
め
、
と
く
に

水
出
初
計
援
で
は
拙
倒
的
問
問
関
心
偽
分

側
同
円
い
と
の
利
綬
山
川
崎
判
的
問
m
w偽
分

幾
何
怯
ど
具
体
的
に
決
め
て
い
ま

す。
ま
た
、
幾
三
泰
明
、
は
削
丹
市
明
日
必

絵
対
策
を
申
止
め
、
組
抽
制
品
別
補
問
、

齢
制
災
計
…
滋
、
通
信
一
計
百
四
、
盟
結
時
鯨

計
十
閥
、
食
料
機
供
給
計
関
側
、
抽
出
疫

計
一
滋
な
ど
爽
際
災
後
に
あ
っ
た

と
き
の
具
体
的
な
対
策
を
決
め

て
為
き
ま
す
。

〔本選布畿で記葬儀溺主筆〕
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「
す
ご
い
が
ド
ろ

二
れ
パ
パ
の

チ

'
yぷ一
Tnze

行
よ
L

保
育
所
の

得
点
保
育
部
間
一
ω漁
綴
と
附
帆
紺
鍛

奇
心
杓
こ
h
h
w

パ
ド
、
収
容
人
民
を
同
時

十
五
人
滅
的

W
Kス
十
人
に
し
ま

す
c防
犯
保
育
所

ω従
悶
践
は
綴
伐

の
と
こ
ろ
じ
十
五
人
で
す
が
、

こ
れ
い
守
は
み
な
さ
ん
の
築
事
告
に

，
-
た
え
る
と
と
が
れ
U
M
ず
か
し
い

に
め
‘
こ
ん
ど
の
滋
築
と
な
っ

に
わ
け
で
す
。

同
哨
柑
燃
は
削
体
制
時
市
新
日
九
玄
柑
閥
、

便
所
、
潤
桝
明
判
官
魚
、
山
肌
了
後
句
、

約
川
口
計
千
万
メ
ー
ト
ル
、
劫
帆
柑
畑
山
同

級
制
撚
袋
、
岡
部
#
H
窪
の
一
部
市
今
一
ね
い

マ…
h

怖
い
玄

TO

ヱ
事
は
入
M

刊
に
よ
号
機
山
工

市
治
市
れ
が
請
負
、
十
一
一
月
中
勾
げ
い

耐
冷
淡

ω予
点
止
で
す
。
な
れ
、

巡

間

同

住

民

穏

談

議

後

開

く

滋
関
係
員
相
談
室
を
次
の
と

お
ち
総
長
加
笈
す
か
ら
と
利
用
m
く

だ
さ
い
命
的
吋
附
開
は
い
ず
れ
の
A

的消

滅
と
も
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

明、す。

十
月
以
十
い
も
お
認
新
公
民
録

十
月
一
…
十
八
時
M

久
中
将
家
笈
綴

隊湖
北
支
所

十
一
月
一
刊
誌

を
百
二
十
に

潜
築
ー
と
一
加
仰
を
改
築
ナ
ヲ
る

文
化
の
呂
中

b
k
展
覧
会
な

み

ん

な

で

参

加

し

設

し

よ

う

440 

排
貯
句
大
会

v
m帥
吋
十
}
円
足
二
日
午
後
六

時吋。軍岨
明
街
甜
閥
γ
叫ん拭附附
λ

愛
知
融
議

海
出
商
法
当
日
発
炎
、
情
滞
緩
は

「
申
人
絡
む
臼
」
、
ハ
ガ
今
に
…

人
ご
料
開
以
内
、
仲
間
続
、
氏
名
、

年
令
安
部
附
入
し
γ
旬
、
驚
ヱ
会
館

内
選
出
ま
で
お
唱
諸
ち
く
だ
3
い

楠
締
め
切
れ
ノ
叫
砧
十
月
刊
一
十
七
伐

の
拙
問
問
州
あ
る
も
の
ま
で
有
効
と

ちり
M
H

町
営
在
宅
…
?
?
戸
を
建
設

完
成
は
十
二
凡
下
旬
の
予
定

昨問料掛仲状
2

迭
は
ん
抑
制
仲
絞
殺
し
て
建
設
し
て
い
る
附
問
料
開
総
事
M

は一一

い
ま
す
が
、
乙
と
し
ゅ
は
綴
校
六
%
関
十
五
一
戸
と
な

b
ま
す
。

。
沿
っ
密
地
へ
第
二
種
仲
間
宅
十

湾
を
扮
悩
殺
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
a
建
設
請
負
に
つ
い
て

ω入
札

M
M
九
月
ド
料
開
ム
ハ
業
者
が
集
ま
り

わ

ιな
お
れ
ま
し
た
。
そ
の
批
判

来
、
小
曲
崎
支
持
問
践
が
γ
ム
潟
明
を
扱

w
d
す
る
ζ

と
に
な
ち
ま
し
れ
い
。

広
務
後
は
附
間
百
三
十
一
M
m
悶
で

市
対
淡
は
十
一
一
月
下
知
刊
の
予
定
で

す
。
第
一
一
綴
仲
間
山
援
は
ぷ
十
一
一
宇

万
メ
ー
ト
ル
で
八
畿
、
附
悶
'
足

後
、
役
所
、
鈴
蟹
が
あ
り
ま
す

と
れ
で
側
関
和
利
ス
十
七
年
か
ら

総
合
線
覧
会

w
v
日
時
十
一
月
以
十
一
双
か

ら
二
十
一
一
一
口
M

ま
で
。

干
場
所
総
孫
子
拙
剤
師
同
小
学
校

=
甲
種
目
鈴
仏
核
燃
、
榊
潜
哨
湖
、
写
察
、

悶
問
機
に
よ
る
間
間
十
五
人
心
人
端
的
叫
韓
中
滋
、
児
童
生
後
作
品
、
附
柏
市
胤

は
…
日
A

か
ち
と
な
り
ま
す
。
内
そ
の
後
樹
脂
本
、
手
芸
、
工
芸
、

納

税

務

の

第

三

階

級点
亨
由
州
込
み
十
…
悶
丹
十
日
ま
で

を

聞

く

匂

燃

ご

い

閤

録

を

教

資

援

凶

器

ま

た

は

ふ
3

…
同
月
一
尽
か
ら
十
日
誌
で
川
次
の
と
と
ろ
へ
申
し
汀
叫
ん
で
く

は
「
帥
刺
激
殺
の
斉
寺
田
附
く
匂
問
問
し
刊
行
窃
い
。
録
制
綿
花
は
題
名
、
製

で
す
G
E
の
納
得
獄
中
、
制
加
に
つ
で
街
、
住
夜
、
氏
名
之
官
い
て
く

い
て
次
の
行
事
告
ー
お
ζ

な
い
ま
…
だ
さ
い
。

ず

。

州

総

出

隙

日

伊

藤

幹

滋

(

抑

制

同

一

曹
し
お
務
総
の
終
的
別
…
の
い
U
C

噺
蓬
詰
吉
野
育
雨

一
H
テ
ー
マ
判
例
殺
に
つ
い
て
の
九
(
我
孫
子
ス
ヌ
笈
入
v

写
真

ご
温
品
開
油
、
苦
情
な
ど
{
税
務
抑
制
一
日
本
践
茂
(
我
孫
子
二
知
人
さ

に
も
の
巾
す
式
に
h

打
寄
せ
〈
叫
に
内
務
潟

U
小
件
逮
香
〈
務
孫
子
一
…

き
い
v

士
一
一
況
の
〉
的
地
一
滋
一
役
後
作
品
じ

岱
一
宛
先
ギ
hm
隠
滅
防
災
(
病
以
内
関
根
山
送
ぷ
(
総
係
ツ
ナ
二
五
六

滋
都
千
代
田
尚
波
大
手
均
一
ノ
い
五
〉
田
知
市
出
等
制
関
本
良
品
開
谷
A
M

ru
ま
た
は
抗
措
一
円
税
訪
問
後
後
一
次
郎
(
我
孫
子
二
五
人
。
〉

〈
州
制
一
凶
務
総
…
…
内
…
一
一
一
二
八
)
士
玄
武
友
情
説
簿
M
M
M
円
山
間
報
子
〈
我

曹
税
務
総
淡
旬
開
問
中
日
時
日
、
日
孫
子
二
間
関
口

制
問
一
戸
税
務
署
内

N
V
作
品
州
市
入
日
十
一
月
一
一
」
i

wv
出
向
幾
税
務
相
相
談
ト

2
A一
九
的
奴
午
後
二
降
か
ら
午
後
五
終
ま

口
問
年
総
十
時
吋
か
ち
午
後
四
時
ま
叫
で
。

で
、
柏
市
市
開
工
会
総
鴨
川
河
な
お
、
街
則
一
一
小
牧
校
区
で
も

燃
え
な
い
ゴ
ミ
一
総
会
一
翼
民
会
と
同
じ
翠
寺
田
開

内
際
会
を
間
関
き
ま
す
6
2

出
申
し
込
み

れ
は
ぷ
有
料
収
集
一
は
柑
受
一
定
富
士

ゴ
ミ
制
州
制
作
収
燃
は
淡
判
却
で
き

る
も
の
を
対
象
と
し
て
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
が
、
ガ
ラ
ス
、
滋

わ
ん

ωか
け
ち
伝
ど
も
有
料
で

絞
曲
摂
し
て
い
ま
す
か
ら
、
と
品
相

向
型
の
出
品
自
院
は
ζ
割
判
的
く
だ
き

い
。
州
帆
楠
用
法
同
月
に
一
一
問
調
掛
疫
の

制
附
会
で
設
か
ち
ま
す
。
収
集
を

希
議
さ
れ
る
山
々
は
、
ハ
ガ
キ
一
、

的
国
一
緒
で
家
の
所
在
泌
を
総
帥
陣
織

へ
鈎
ち
せ
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
ナ
。

軟
式
耐
脱
線
犬
会

wv
日
持
十
一
日
月

九
時
か
ち

軍
機
銃
骨
叩
校
中
学
校
校
庭

軍
参
お
臨
剣
山
愉
脚
吋
隣
同
滋
動
会
の

参
相
川
資
格
と
問
じ
。

軍
制
部
門
男
子
学
生
、
一
仙
紙
閥
均

子
、
女
子
、
奥
女
混
合
、

w
v
申
込
み
部
州
政
明
、
年
令
、
住

所
、
勤
務
先
ま
た
は
教
絞
殺
告

総
入
し
て
、
十
一
月
十
円
同
ま
で

に
数
絞
殺
民
会
へ
申
し
込
ん
で

:
ど
言
、
。

d
f
t
L
 

晴

樹

花

祭

w
v
口
問
的
十
一
月
一
日
か
ち
五

件
ロ
ま
で

亨
場
所
我
孫
子
駅
滋
担
、
桝
期

待
拘
駅
務
ち
、

明
v
陶
叩
吋
絡
み
惜
闘
接
次
の
方
へ
山
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
e

油開山間清

宮
一
九
(
我
孫
子
関
間
関
h
w
J
際
日

総
柑
知
子
菊
の
友
会
)
秋
一
川
総

門
説
明
木
一
九
六
一
一
一
日
嗣
閉
北
務
総

会
)
綴
綴
な
ど
く
わ
し
い
ζ

と
は
右
の
方
へ
お
問
い
合
わ
せ

〈
だ
さ
い
。



(2) 

堤
防
を
だ
い
じ
に
し
よ
う

河
川
敷
の
使
用
に
は
許
可
を

こ 昭和4U!手10m容認善善行

ゆ小
mw
災
盛
甘
か
ら
わ
れ
い
く
し
た

ち
の
生
命
や
財
布
開
を
守
る
た
拾

に
制
慌
時
附
や
間
的
係
数
地
内
で
、
次

の
よ
う
な
こ
と
は
禁
比
ま
た
は

説
得
を
受
け
往
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。

。
行
な
っ
て
は
い
け
な
い
ζ

と

必
縫
時
間
や
似
の
中
ヘ
コ
ミ
や
ガ

ラ
ス
な
と
を
捨
て
る
。

m
m
時
慌
時
即
日
ド
ル
ヤ
潟
を
つ
な
く
。

第
六
回
開
時
渓
野
球

大
会
は
じ
ま
る

v' め等製L氏(第三種郵便物認可)

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
と
と
し

六
月
に
公
布
さ
れ
、
閏
月
一
日

に
さ
か
の
ぼ
り
議
沼
さ
れ
て
い

克
す
。と
の
支
給
法
の
お
も
な
内
容

は
次
の
と
お
り
明
、
亨
。

①
悶
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
選
絞
綬
端
部
法
に
よ
る
川
市
慰
金

の
受
給
機
を
取
得
し
た
滋
務
官
、

同
闘
に
お
い
亡
本
人
ま
た
は
仙
聞

の
満
期
肢
が
れ
沼
紛
扶
助
制
抑
な
ど
の

受
払
刷
機
脅
有
し
て
い
な
い
人
wh

支
給
し
ま
す
。

③
堤
防
聞
に
内
八
を
あ
け
た
り
く
い

を
打
ち
ζ

む。

@
疑
問
聞
の
樹
簡
を
耕
運
機
や
家

穫
が
昇
。
号
降
り
す
る
。

③
堤
防
の
上
部
を
車
輔
が
通
行

し
て
堤
防
を
損
傷
す
る
。

⑤
混
誌
に
あ
る
コ
ン
タ

F
lト

く
い
や
堤
防
の
下
に
あ
る
コ
ン

ク
ヲ

1
ト
く
い
を
滋
損
し
た
ち

裂
め
て
し
ま
う
。

媛
大
開
制
昨
間
間
関
野
球
大
会
の
同
開

会
式
は
、
十
回
均
一
一
一
日
午
紛
九
時
吋

か
ち
、

A
ブ
ロ
ッ
ク
十
ス
チ
l

ム、

B
ヅ

α
ッ

タ
十
附
悶
チ

i
ム

計
一
一
十
六
チ
ー

ム
が
務
総
し
て

総
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
お
ζ

な
わ

れ
ま
し
に
。

総
会
は
十
潟

市
の
蜘
博
H
問
機
訂
以

お
と
な
い
、
決

勝
融
慨
は
、

A
2

滅
ブ
ロ
ッ
ヲ
と

も
ご
十
鴻
昨
日
の

予
索
、
官
、
す
紛

れ
等
災
は
、
約
一

シ
ー
ズ
ン
A
プ
ム

ロ
ッ
ク
復
時
間
の
一

設
立
務
総
か
ら
一

誠
臨
時
間
畿
の
返
一

渓

〕

一

⑦
堤
防
の
芝
背
中
を
総
与
取
る
。

市
町
そ
の
品
開
制
的
問
川
管
理
上
さ
し
さ

わ
ち
の
あ
る
ζ
と。

。
許
可
壱
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
乙
と
。

①
河
川
敷
を
耕
作
す
る
。

②
河
川
町
数
に
W

謀
総
務
、
裁
だ
ん

な
ど
を
つ
く
る
。

@
同
開
川
川
敷
に
工
作
物
を
つ
〈
る

①
相
内
川
川
数
の
支
払
砂
れ
ぞ
綴
っ
た
ち

柏
村
ち
一
向
す
。

市
町
河
川
川
酷
棋
の
め
し
‘
か
ゃ
な
ど

を
切
り
絞
る
e

⑦
織
的
か
ら
一
…
十
メ
ー
ト
ル
以

内
に
林
間
、
水
そ
う
、
淡
路
な

ど
を
つ
く
る
。

φ
そ
の
後
必
湾
行
為
告
す
る

円
払
と
の
掃
す
納
綿
主
、
わ
か
ら
低

い
と
と
な
ど
は
、
次
mw
山
間
断
制
約

へ
渓
紳
燃
し
て
く
に
さ
い
奇

軍
波
浪
d

ム
以
後
品
問
、
取
手
前
向
上
級

附
附
〈
問
機
綴
級
学
ニ
閥
均
一
V

悶開時帆

山
財
閥
間
約
脱
却
間
同
市
内
れ
絞

制問〉

道

路

の

横

断

詰

あ

げ

災
吋
泌
噺
噺
織
防
止
に
時
制
緩
の
心
が
支
え

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に

か
け
て
秋
の
交
巡
安
会
巡
識
が

会
図
的
に
お

ιな
わ
れ
、
郎
で

は
大
き
な
挙
故
も
な
く
お
わ
ち

ま
し
た
。
交
巡
安
全
の
運
動
は

ζ
の
期
間
中
，
K
付
で
な
く
、
い

つ
も
j

次
の
よ
う
必
乙
と
に
気
を

付
け
る
よ
う
心
が
け
た
い
も
の

で
み
ヲ
。
。

m
w
歩
行
者
は
正
し
い
道
路
横
断

を
し
て
、
拙
抽
出
削
す
る
と
き
は
手

を
上
げ
て
車
に
合
図
を
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
は
横
断

歩
道
の
院
前
で
は
一
時
停
止
を

し
ま
し
ょ
、
っ
。

②
開
問
和
相
同
四
十
年
間
間
同
月
一
尽
に
お
無
利
子
の
剖
山
一
税
関
僚
を
も
っ
て

い
て
、
港
開
組
金
mw
受
弘
和
揖
植
を
同
紙
交
付
し
ま
す
G

得
し
た
選
後
が
死
亡
し
て
い
る
ぬ
仲
村
別
弔
慰
金
の
受
給
権
者
が

場
合
花
、
拙
戦
没
事
告
の
子
が
あ
る
数
人
あ
る
と
き
は
、
一
人
の
お

戦
没
者
の
遺
族
に
特
別
唱
懇
金

H

金
額
は
一
一
一
万
丹
日

と
き
は
、
そ
の
マ
ナ
に
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、
公
務
絞
燃
料
科
な

ど
の
縄
文
総
縁
者
複
し
な
い
人
a

mw
特
約
破
幾
念
の
側
酬
は
ど

}nn

n、、

と
な
っ
た
綴
淡
は
会
燃
の
た
め

壱
m
w
A
湖
蛸
献
に
つ
き
し
た
も
の
と

み
な
し
、
…
人

κし
た
榔
僻
剥
刊
の

拙
稿
波
は
余
録
に
お
ζ
な
っ
た
も

の
と
み
な
し
ま
す
e

ム
併
殺
を
飲
ん
で
淵
趨
F

ね
を
し
な
い

よ
う
に
か
ま
た
、
渡
部
執
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
断
切
り
で
の
事
故
者
時
間
比
す

る
た
め
、
同
附
m
w
与
市
也
被
で
の
停

止
、
帥
楢
切
ち
で
故
時
揮
し
た
と
き

は
、
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
早

く
霞
率
、
列
車
に
知
ら
せ
る
。

①
率
一
向
の
盤
擦
を
完
全
に
し
て

運
転
し
立
し
よ
う
。

⑤
道
路
を
広
く
使
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
、
違
法
な
鐙
一
阜
や
滋

路
上
氏
物
を
賢
い
て
、
議
や
歩

行
者
の
交
通
を
妨
害
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

出w特
別
南
側
側
λ

置
を
受
け
る
様
相
判
、

を
有
す
る
人
が
従
亡
し
れ
い
場
合

氏
、
死
な
し
た
人
が
死
合
総
に

鵠
附
求
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

納
総
人
が
闘
日
の
名
で
総
攻
ず

る
ζ
と
が
明
、
き
立
す
。

役
会
総
悩
削
仙
肌
開
聞
で
は
、
八
月

か
ら
、
液
求
受
付
け
者
お
ζ
な

っ
て
い
ま
す
が
、
勝
一
給
資
燃
が

あ
っ
て
も
綴
求
じ
て
い
h

怖
い
人

が
設
だ
め
る
よ
う
明
、
す
。
付
悩
殺

す
る
と
附
時
わ
れ
る
人
は
係
ま
で

お
い
明
、
く
だ
き
い
。

1軍事1::":)聾35銭:I;IlJo聴λロf事I}II:す

闘!lI臨開覇軍膚調輯騒

総'11140僚 9月初日現在

男 16，775人(前月比101人増)

女 17，169人 116，，) 

音十 33，944人 ( グ 217 ，，} 

i世俗数7，700償帯( "61世帯f普〉

91lの人口動隊

(!J'j) (女計)

i部 主主 40人 35人 75人

主E 1::人 3人 10人

事正 入 147人 134人 281人

総 尚徳人 50人 12号入

総入役祭 831設終

車完封H設機 22H士号誇

部
援
投
お
む
〉
よ

議
朝
日
"
妥
v

カ
f

関
の
財
政

κも
大
き
な
役
割

務
政
後
で
は
十
月
中
令
叶
伐
の
流
然
、
中
小
食
業
・
燈
林
漁

み
よ
い
緩
み
ふ
や
つ
く
る
綴
附
問
附
町
総
な
ど
の
燦
興
、
運
料
開
、
遜
倍
、

後
災
叫
制
緩
数
い
と
匁
づ
け
て
、
滋
燃
は
ど
の
帥
融
機
等
に
仲
間
み
よ

縦
抑
制
法
貯
金
い
か
附
開
削
同
然
泌
を
地
球
か
い
何
時
十
ん
を
つ
く
る
た
め
貢
献
し

げ
仙
し
、
緩
徐
討
会
の
絞
殺
に
大
て
い
ま
す
。

き
く
役
立
っ
て
い
る
ζ
と
を
、

み
な
さ
ん
花
総
幾
し
て
い
た
ど

ζ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
れ
い
、
ザ
ナ
策
国
械
で
は
愛
然
貯

品
品
開
閉
雄
総
…
を
お
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
病
惜
の
総
合
間
開
発
争

出
向
描
摺
に
後
進
し
、
あ
わ
せ
て
県

閥
均
の
生
活
水
準
の
向
上
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

開
却
便
貯
金
は
悶
闘
の
則
的
政
投
議

資
mw
震
酉
却
な
資
傘
と
し
て
、
大

時
賄
容
の
資
金
還
問
問
認
を
透
し
て

途
方
公
共
時
間
体
花
見
只
し
泌
さ
れ

住
宅
前
り
出
雲
訳
、
ト
一
水
遂
な
ど

生
滋
潔
楠
慌
の
制
強
然
、
文
教
的
部
設

銭
湯
撲
協
問
診

支
援
へ
の
滋
滋

い〔でどらものと Eまいに雲ますけの十円

長きkさ222?ZEすSZ三Z会害年湾
関まう主語せんちと重量で玄 ζ で立ま奉わ金持き
いずか合んちにでは 3主しし、すそ子 tこは"9

E 46Zぞ24Zi雪合言2だ雲すfJどる
ま子 事会選手季と、えうと安警も絞め、 iまうと
す与 さ室長;怒っかなけのすを近災関、な録

。芝 号雲すそマ45き2主i号義語るヂ
つ のはけどしるに、とののう金ご.

Eま 得金 努さ蕊芸娘二!:主うた護基 1さっ
そ子そ事事とま主主校友墾吾 警?の伶いで
主手 ζ 簿認た給語箆久良2ま手金三闘交篠認さよタE奇て 、
金でと様、き 怒設誠治~ ~華 I土議題、当た
は貿し、逃れ 湾総主宰絞護主主寺 E当し話/i1J)
言言問て遺児ま ￥草寺-C)t予記
述のの族主手す主主上あ閲才?とt，:~れ、いの C
し事絡に金。当いるー来 iまき当言語 r 売る係 E
7こ例付対も すずとの露竜夫時が、 11:、長識の
よでです母 るれと生のの、笑いよ@料高官
うすする子 と i乙、計予十書きのたっ(ま逆指~ !'I 
1乙が。所年 きも以 11:と八ま潟、てが11¥11:

印
鑑
登
録
は
本
人
が
昂
出
る

代

理

の

と

き

は

委

任

状

が

必

婆

銀
行
や
郵
便
局
で
自
分
の
宿
刷

会
を
引
引
き
出
す
埼
人
口
、
印
銭
を

諮
っ
て
い
な
い
と
ど
ん
な
顔
見

知
ち
の
人
で
あ
っ
て
も
お
金
を

出
し
で
く
れ
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
役
場
へ
出
生
組
と

か
婚
姻
削
開
制
な
ど
を
似
す
場
合
も

中
止
め
ら
れ
た
と

ιろ
へ
制
押
印
し

て
な
い
と
き
は
ム
察
鶏
長
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ζ
の
よ
う
に

印
毅
は
わ
に
く
し
た
ち
の
杖
余

主
務
と
幾
後
一
体
と
な
り
、
蹴
吋

と
場
合
に
よ
っ
て
は
人
そ
の
商

よ
ち
も
の
や
w

い
い
ま
す
。

附
聞
に
は
閉
印
掛
縦
糸
約
と
い
う
も

の
が
あ
ち
、
間
附
掛
鰯

ω悦
斌
帆
錦
、
後

補
問
、
総
体
制
約
必
ど
に
つ
い
て
緩
め

で
あ
り
記
す
。
間
州
総
条
約
の
出
内

品

供

の

付

紙

品

〈

務

予
妨
法
制
制

釘
弘
小
八
樹
附
を
防
関
ぞ
に
め
、
中
瀞
制
執

hw
一
…
削
阿
波
中
〈
時
間
予
時
間
校
総
脅
し

て
い
ま
す
。

描
執
の
学
時
間
絞
剣
山
林
潔
mw
臼翻慨

に
よ
っ
て
お
こ
な
い
ま
す
。
関

市W
崎
明
会
は
然
成
し
て
、
み
ら
た

め
て
お
ζ

な
い
ま
す
。
料
金
は

一
一
淡
に
つ
い
て
夜
八
十
汚
で
す

容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

¢
ま
ず
限
品
散
を
登
録
す
る
と

き
は
求
人
が
厳
山
闘
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
u

し
か
し
、
終

銭
そ
の
仙
聞
の
潟
市
出
で
本
人
い
か
山
中

鵠
隔
で
き
な
い
と
き
は
、
期
組
出
闘
争

経
す
る
縁
側
制
と
一
夜
H

問
状
を
そ
え

て
代
畑
離
に
よ
っ
て
惨
殺
寸
る
と

と
が
明
、
き
ま
す
。

出W

市岡Y
綴
嚇
w
に
は
、
ふ
み
附
附
で
絞

録
者
し
て
い
る
議
の
綴
脱
税
制
押
印

し
た
削
聞
紙
い
か
必
然
明
、
す
。

1ま犬病予紡注射I3f霊淡

10汚22臼
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③
登
録
し
て
あ
る
関
畿
の
鉦

照
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

本
人
い
か
務
求
す
る
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
、
た
だ
し
代
相
場
人
に

よ
っ
て
お
蹴
献
の
笠
岡
明
を
時
締
法
す

る
縫
合
に
は
、
出
刷
物
調
人
命
愛
媛

し
て
み
る
お
銭
吾
抑
制
附
し
た
婦
問

忙
原
状
争
後
践
し
な
け
れ
ば
段
ち

ま
せ
ん
。

m
w
次
mw
掛
障
な
と
き
は
悶
附
純
闘
の

税
体
側
判
を
す
る
と
と
が
で
き
ま
せ

ん。的

w
m綴
が
と
わ
れ
て
い
た
ち

し
て
悶
閥
会
が
悶
悶
緩
々
と
き
窃

州
制
緩
紛
の
制
縦
波
μ
炉
本
人
mw
慾

・
一
部
げ
い
よ
ち
な
い
と
緩
め
た
と
き

10時00分-141待30分

1札 00-11. 00 

10. 00 -11. 30 

13. 在住 -15.00 

10. 00 -n. 3品

13. 0骨-1弘 00

9. 30 -11. 30 

13. 00 -15. 00 

10月25日

あ
な
た
が
い
符
幾
ず
る
ζ

と
に
よ

っ
て
、
母
子
榊
闘
機
の
状
態
と
し

て
の
所
得
隊
隊
を
す
る
必
獲
が

な
く
な
る
た
め
受
給
機
は
摘
削
減

い
た
し
ま
す
。

と
ど
色
が
惜
別
夫
の
尉
鮮
に
の
こ

っ
た
場
合
、
な
ん
ら
か
の
係
機

は
な
い
か
と
い
う
と
と
で
す
が

治
見
年
金
は
、
被
保
険
者
で
あ

る
父
、
凪
時
が
死
亡
し
た
場
合
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
父
が
死

亡
し
た
と
き
、
あ
な
た
と
生
演

し
て
い
た
た
め
、
遺
児
年
金
の

受
給
綴
は
も
と
も
と
発
生
し
ま

せ
ん
ロし
た
が
っ
て
、
あ
伝
た
の
再

婚
に
よ
っ
て
、
母
子
年
金
の
受

給
権
は
失
綴
し
、
巡
間
周
年
金
も

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
ω

了
議
払
紘
一

小

児

マ

ヒ

予

防

生
ワ
ク
の
限
期

小
問
刈
マ
ヒ
予
防
総
ワ
ク
チ
ン

mw
附
縦
約
を
次
の
と
お
ち
お
ζ
な

い
ま
す
。

曹

v
紬
隣
府
叶
一
品
官
一

mu材開
問
山
抑
制
問
十

年
一
…
内
対
一
日
目
、
か
ら
鰍
ぬ
悶
悶
十
修

大
経
一
一
十
時
同
ま
で
の
山
家
減
、

一一線
γ
打
開
明
恥
相
次
十
九
線
七
月
…

お
か
ち
間
期
利
問
闘
争
加
工
門
局
災
十

一
お
ま
で
の
山
間
然
制
対
〈
削
悶
十
年

五
廷
に
ご
総
細
胤
制
問
柑
開
み
の
議
)

尚
H

耕
輔
融
蝋
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